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○ 令和７年８月14日に、厚生労働省から「地域医療構想の取組の推進に向けた
調査について」事務連絡が発出された。
○ これを踏まえ、本県では対象となる医療機関に対して調査を実施し、その結
果をまとめたため本資料において報告を行う。

１ 調査の目的
２ 調査の概要
３ 調査の留意事項
４ 県からの調査依頼について
５ 調査結果
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１. 調査の目的

○ 国では、令和７年６月13日に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方
針2025」（骨太の方針）において、病床削減やその調査についての記載を盛り
込んだ。

○ 骨太の方針は、６月に自民党、公明党、日本維新の会の３党で合意した内容
を反映したものであり、厚労省からは、今後「地域の実情を踏まえた調査」を行
うことを想定しており、調査を行う際は、各都道府県に説明した上で進めたいと
の連絡があった。

○ 今般、地域の実情を踏まえた調査として、国から、「2040年頃を見据えた
新たな地域医療構想の策定や取組の推進に向けて、医療機関の連携・再編・集約
化の取組状況を把握する」ための調査依頼があったため、これを受けて、対象と
なる医療機関に調査を行った。
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○ 「経済財政運営と改革の基本方針2025」（骨太の方針、以下同じ）については、令和７年６月
13日に閣議決定されたが、病床に関する記載（下線部）が盛り込まれた。
第３章 中長期的に持続可能な経済社会の実現
２.主要分野ごとの重要課題と取組方針
（１）全世代型社会保障の構築
「持続可能な社会保障制度のための改革を実行し、現役世代の保険料負担を含む国民負担の軽
減を実現するため、…（略）…、新たな地域医療構想に向けた病床削減、…（以下略）」

【参考】骨太の方針について

○ この部分について、次の注釈が付された。
「人口減少等により不要となると推定される一般病床・療養病床・精神病床といった病床につ

いて、地域の実情を踏まえた調査を行った上で、２年後の新たな地域医療構想に向けて、不可逆
的な措置を講じつつ、調査を踏まえて次の地域医療構想までに削減を図る。」



○ 持続可能な社会保障制度のための改革を実行し、現役世代の保険料負担を含む
国民負担の軽減を実現することを目的として、合意文書を交わした。

○ 病床に関する内容はおおむね次のとおりである。
・ 人口減少等により不要となると推定される、約11万床の一般病床・療養病
床・精神病床といった病床について、地域の実情を踏まえた調査を行った上で、
２年後の新たな地域医療構想に向けて、不可逆的な措置を講じつつ、調査を踏
まえて次の地域医療構想までに削減を図る。

・ 当該削減が実現した際には、「一定の合理性のある試算」に基づけば、約１
兆円の医療費削減効果と試算されるなど、一定の入院医療費の削減効果が期待
できる。

【参考】自民党、公明党、日本維新の会の３党合意について
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２. 調査の概要

【調査の対象】
○ 令和7年8月1日時点で、一般病床、療養病床及び精神病床を有するすべての医
療機関
【調査の回答対象】
○ 令和7年8月から令和9年3月末までに、病床削減・病棟全体で看護配置の変更を伴う
入院料の転換・他医療機関との再編等の予定がある、一般病床、療養病床及び精神病床を
有する医療機関

【主な調査の項目】
○ 医療機関名、所在の二次医療圏、許可病床数（R7年9月1日時点）等
○ 令和7年8月1日〜令和8年度の病床削減、機能転換、再編等の予定の有無
○ 削減予定の病床、機能転換予定の病床が現在算定している入院料の名称
○ 削減予定の病床数、削減予定時期、機能転換予定時期
○ 病床削減、機能転換、再編等に伴い中止する診療科の有無
○ 入院料別、医療機関全体の病床稼働率
○ 令和4年度〜令和6年度の各年度の経常収支の赤字額等
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３. 調査の留意事項

【留意事項】
○ 国の事務連絡では、「本調査の回答については、必要に応じて
今後の予算要求等にも活用する可能性があり、また、その交付の前
提となる可能性もあります」との記載があることから、該当する医
療機関には必ず回答するように依頼を行った。

○ なお、現時点では、国から新たな補助制度などが示されていな
いことから、本調査の回答提出により、今後の何らかの補助・交付
が確約されるものではないことも併せて付記した。
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【参考】8月14日付厚生労働省事務連絡「地域医療構想の取組の推進に向けた調査について」
表面 裏面
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４. 県からの調査依頼について

○ 国の事務連絡を踏まえ、県内の
病院・有床診療所を対象に、令和9年
3月末までに、病床削減・病棟全体で
看護配置の変更を伴う入院料の転
換・他医療機関との再編等の予定の
有無について調査を実施。（9月4日
調査開始）
○ 回答期間は、9月4日（木）〜9月
17日（水）とし、ウェブフォームで
の回答を依頼した。

【Webフォームイメージ】

○ ウェブフォームでの回答締切後、
国から回答期限の延長が示されたため、
9月17日（水）〜9月26日（金）まで、
メール等で随時回答の受付を行った。



（9月22日時点）

一般病床 療養病床 精神病床

横浜 9 117 0 46

川崎北部 0 0 0 0

川崎南部 2 71 0 0

相模原 3 46 9 0

横須賀・三浦 2 50 0 0

湘南東部 1 0 10 0

湘南西部 7 142 54 45

県央 2 0 0 80

県西 4 11 35 56

計 30 437 108 227

令和9年3月末までに削減予定病床数
二次医療圏 医療機関数
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5. 調査結果（病床削減予定について）
○ 調査の結果、令和9年3月末までに病床削減を予定している医療機関は30医療機関で、
一般病床・療養病床・精神病床をあわせて772床を削減予定※であるとの回答があった。
○ なお、ご回答いただいた削減予定病床数には、病床数適正化支援事業で内示を受け
て、8月1日以降に削減予定としている医療機関を含んでいる。

合計772床

※回答があった772床のうち、263床分については既に病床数適正化支援事業の内示対象となっている。



（9月22日時点）

一般病床 療養病床 精神病床

横浜 4 104 0 0

川崎北部 1 20 0 0

川崎南部 2 6 0 0

相模原 2 67 0 0

横須賀・三浦 1 50 0 0

湘南東部 2 113 0 0

湘南西部 3 22 59 51

県央 0 0 0 0

県西 1 1 0 0

計 16 383 59 51

二次医療圏 医療機関数

令和9年3月末までに看護配置の変更を伴う
機能転換を行う予定の病床数

5. 調査結果（入院料の転換予定、他医療機関との再編予定等について）
○ 調査の結果、病棟全体で看護配置の変更を伴う入院料の転換を予定している医療
機関は16医療機関で、一般病床・療養病床・精神病床をあわせて493床を転換予定
であるとの回答があった。

合計493床

○ なお、他医療機関との再編等を予定している医療機関に該当するものはなかった。
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説明は以上です。


